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町役場会議室で行われた当選証書付与 初登庁後、町職員へ訓示をする小松町長

町政に新風、改革の先頭へ  小松 和真
　11月23日（日・祝）に行われた町長選挙にて当選を果たした、小松和真町長が12月
９日（火）町役場に初登庁しました。町役場前では、町民の皆さんや町職員が小松町長
を出迎え、小松町長は集まった皆さんに言葉を交わしながら晴れやかに登庁し、正面
玄関前で職員より花束が贈られました。
　また、就任後初となる第４回議会定例会が12月18日（木）行われ、新町長より所信表
明と合わせて就任挨拶をしました。（詳細は第４回議会定例会報告特集記事へ）

３つのまち宣言
1．若者が元気に意見の言えるまち
2．各世代に知見を引き継ぎ、伝統と文化を守るまち
3．住民が幸せで、豊かな生活が送れるまち

公　約
●広野火力発電所の存続堅持

廃止は現実です。新技術導入により、設備のリプレース、
燃料転換、跡地活用に取り組みます。
●町内小・中・高校を地域トップ校へ

町立学校の魅力向上につながる少人数指導、習熟
度別学習など、教育環境の整備に取り組みます。
●企業誘致による地域活性化

農業振興につながる企業を誘致し、地元農産品を活用した特産品開発を
進め、働く場の確保、農家の経営安定化に取り組みます。

昭和43年10月30日（満57歳）
昭和62年３月　福島県立双葉高等学校卒業
平成２年３月　国士舘大学政経学部卒業
平成２年４月　広野町役場採用
平成26年４月　同 環境防災課長補佐
平成29年４月　同 復興企画課長補佐
平成31年４月　同 復興企画課長
令和５年４月　同 参事兼復興企画課長
令和７年１月　広野町役場退職
令和７年12月９日　広野町長 １期目（現職）
 趣　　味 　アウトドア、登山、パークゴルフ
 座右の銘 　「形こそ深山隠れの朽木なれ 心は花になさばなりなむ」
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